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運動負荷が細胞損傷に及ぼす影響とその軽減に関する研究
〇池田 麻貴1、麻生 賢太1、池田 和輝1、北川 優芽1、熊手 脩仁1、早川 佳歩1、古瀬 充宏1 (1.九州大学大学院生資

環)

 
【目的】一般に運動負荷で体力が増進すると考え、負の効果には目を向けていない。運動負荷による酸素消費量

の増加に伴う酸化ストレスの負荷増大は細胞損傷に繋がる。特に競走馬のような家畜には体温上昇による負の影

響の軽減策が求められる。フラバンジェノール(FLA)は暑熱ストレス下において抗酸化作用が認められている。そ

こで、運動負荷が細胞損傷に及ぼす影響と、その影響軽減に対する FLAの効果について調査することを目的とし

た。【方法】 ICRマウスを、水を投与し運動を負荷しない群(対照群）、水を投与し運動を負荷する群、 FLAを投

与し運動を負荷する群に分けた。経口投与後、トレッドミルで運動を負荷した。その後、血液とヒラメ筋・腓腹

筋を採取した。 PCRにより筋サンプルの遺伝子発現解析を行った。また、運動負荷前後の体温を赤外線カメラで

測定した。【結果及び考察】運動負荷による体温上昇を FLAの投与で軽減できることが確認された。また、ヒラ

メ筋においてクレアチンキナーゼ、アポトーシス関連遺伝子および抗酸化酵素遺伝子の発現が運動負荷によって

増加傾向を、また FLAの投与によってそれらの増加抑制を示した。このことから、運動負荷は細胞損傷を引き起

こし、アポトーシスを促進する可能性が示唆された。また、運動負荷前の FLAの投与は運動負荷による体温上

昇、アポトーシスおよび活性酸素発生を抑制する可能性も認められた。


